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～ こどもの日まつり ～ 
　１１月８日、健康管理センターで「こどもの日ま
つり」が行われました。参加した親子２１組が「白
玉だんごの芋煮汁」と「さつまいもの茶巾絞り」
づくりに挑戦し、子どもたちも上手に野菜を切っ
ていました。その後は人形劇が披露され、会場に
はたくさんの笑い声が響いていました。 

シ
リ
ー
ズ

○ 散歩道 散歩道 
白い森の 白い森の 
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今年の鍋将軍を目指して
第６回おぐに鍋まつり

　

十
一
月
二
十
三
日
、
ふ
れ
あ
い
の
家

で
、
第
六
回
お
ぐ
に
鍋
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
町
商
工
会
青
年
部
と
婦

人
部
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た

も
の
で
、
今
回
は
町
内
八
団
体
に
加
え
、

南
陽
、
白
鷹
、
高
畠
、
川
西
、
庄
内
の

各
市
町
か
ら
計
十
三
団
体
が
出
品
。
訪

れ
た
約
千
三
百
人
は
、
地
元
食
材
に
こ

だ
わ
っ
た
創
作
鍋
を
食
べ
比
べ
て
い
ま

し
た
。

　

来
場
者
な
ど
に
よ
る
投
票
の
結
果
、

今
年
の
鍋
将
軍
に
は
、
町
内
産
の
雑
穀

を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
「
ザ
☆
穀
鍋
２
０

０
８
」（
お
ぐ
に
五
穀
の
会
）
が
選
ば

れ
、
二
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

頂点を目指して
白い森杯柔道大会2008

　

第
六
回
目
と
な
る
白
い
森
杯
柔
道
大

会
（
多
勢
信
人
大
会
会
長
）
が
、
十
一

月
十
五
日
、
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
中
学
生
対
象
の
こ
の
大
会
に

は
、
県
内
と
新
潟
県
か
ら
九
十
二
チ
ー

ム
、
約
四
百
五
十
人
の
選
手
が
参
加
。

男
女
別
の
団
体
戦
と
男
女
混
合
に
よ
る

県
選
抜
対
抗
戦
が
行
わ
れ
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
て
い
ま
し
た
。
翌
十
六
日
に
は
、

合
同
練
習
が
行
わ
れ
、
交
流
を
深
め
な

が
ら
互
い
に
技
を
磨
い
て
い
ま
し
た
。
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　おぐにスポーツクラブ設立準備委

員会（舟山孝夫会長）によるすっき

りボディチャレンジ隊が、１１月１９日

から町民体育館でスタートしました。

　これは、健康づくりや仲間づくり

を図りながら、多くの町民に運動の

機会を提供するための企画で、２月

下旬までの間、毎週水曜日の夕方に

実施されます。ソフトエアロビクス

やバトミントンなど７つのメニュー

から、毎回自由に選べ、それぞれ専

門の指導者から学ぶことができます。
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づくり　すっきりボディチャレンジ隊
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デ
フ
・
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
・
ひ

と
み
に
よ
る
「
は
こ
／
Ｂ
Ｏ
Ｘ
Ｅ
Ｓ

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
」
公

演
が
、
十
月
二
十
六
日
、
町
民
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

約
五
百
人
が
集
ま
っ
た
公
演
は
、

実
行
委
委
員
会
の
方
針
で
、
高
校
生

以
下
を
無
料
に
設
定
。
舞
台
に
は
、

想
像
力
を
か
き
立
て
る
さ
ま
ざ
ま
な

「
は
こ
」
が
登
場
し
、
演
者
と
人
形

に
よ
っ
て
、
戦
前
か
ら
現
代
に
至
る

ま
で
の
時
代
の
流
れ
を
表
現
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
当
日
は
、
中
高
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
約
十
人
が
、
役
割
分
担

し
な
が
ら
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
公

演
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

現代人形劇に500人が魅了
デフ・パペットシアター・ひとみ

はじめませんか  気軽な健康 

　このたび、木村さんは、

平成１３年から続けてきた県

の「毎月勤労統計調査」の

調査員としての功績が評価

され、厚生労働大臣表彰を

受賞されました。毎月勤労

統計調査は、地域の雇用や

就業状況を把握するための

もので、町内の事業所を対

象とする調査です。受賞し

た木村さんに話を伺いまし

た。

　「年に１回ですが、２カ月

ぐらいかけて、県が指示し

た地域や事業所を訪問して

います。地域づくりの資料

として重要だと思い、統計

調査員をしています。

　しかし実際には、事業所

に協力してもらうことばか

りで、時間をさいて対応し

てくださる事業所のかたが

たがいなければ評価されな

いことだと思います。今回

の受賞は、むしろ事業所の

かたがたに対するものだと

考えています」

厚生労働大臣表彰受賞
統計調査員 
　木 村 清 子さん（緑町）

11/19〜

10/26
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地
域
の
伝
統
を
評
価

 

「
熊
ま
つ
り
」
が
最
高
賞

　

山
形
経
済
同
友
会
が
主
催
す

る
「
第
一
回
地
域
づ
く
り
の
や

ま
が
た
景
観
賞
」
の
最
高
賞
で

あ
る
知
事
賞
に
、「
小
玉
川
熊
ま

つ
り
」
が
選
ば
れ
、
十
月
二
十

八
日
、
山
形
市
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
昨
年
ま
で
の
「
次

代
に
つ
な
ぐ
や
ま
が
た
景
観

賞
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も

の
で
、
地
域
振
興
の
活
動
に

よ
っ
て
創
出
さ
れ
る
景
観
な
ど

を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
も
の
で

す
。
こ
の
た
び
の
受
賞
に
あ

森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
の
拠
点
と

　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
事
業
の
拠
点
と
なな

る
小
玉
川
。
こ
の
地
区
で
は
、
地

る
小
玉
川
。
こ
の
地
区
で
は
、
地
域域

が
一
丸
と
な
っ
て
、
伝
統
を
守
り

が
一
丸
と
な
っ
て
、
伝
統
を
守
り
、、

伝
え
な
が
ら
、
独
特
の
生
活
文
化

伝
え
な
が
ら
、
独
特
の
生
活
文
化
をを

活
か
し
た
新
た
な
誘
客
を
図
る
た

活
か
し
た
新
た
な
誘
客
を
図
る
た
めめ

の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。。

今
月
は
、
マ
タ
ギ
文
化
や
地
域

　

今
月
は
、
マ
タ
ギ
文
化
や
地
域
づづ

く
り
の
姿
を
考
え
な
が
ら
、
そ
の

く
り
の
姿
を
考
え
な
が
ら
、
そ
の
取取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。。

「地域づくりのやまがた景観賞」を受賞 小
玉
川
発

地
域
づ
く
り
の

小
玉
川
発　

地
域
づ
く
り
の
姿姿

伝
統
文
化
を
活
か
し
て
…

伝
統
文
化
を
活
か
し
て

伝
統
文
化
を
活
か
し
て
……
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た
っ
て
は
、
山
を
神
聖
な
霊
場

と
し
て
敬
い
、
地
域
の
全
世
帯

が
協
力
し
て
、
マ
タ
ギ
の
精
神

文
化
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
玉
川
で
継
承
さ
れ
て
い
る

熊
ま
つ
り
は
、
古
く
か
ら
地
元

に
伝
わ
る
山
の

神
の
信
仰
を
受

け
継
ぎ
、
自
然

の
恵
み
に
感
謝

し
、
狩
猟
し
た

熊
へ
の
供
養
を

行
う
も
の
で
、

約
三
百
年
の
歴

史
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
全
戸

で
組
織
さ
れ
て

い
る
小
玉
川
地

区
自
然
教
育
圏

整
備
促
進
協
議

会
が
中
心
と
な
っ
て
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
役

割
分
担
を
し
な
が
ら
、
地
区
総

出
で
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

す
。
こ
の
受
賞
に
つ
い
て
、
同

協
議
会
の
本
間
泰
輔
会
長
は
左

の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

地
域
一
丸
で
守
り
、

　

伝
え
、
育
ん
で
き
た
伝
統

　

近
代
化
が
急
速
に
進
む
な
か
、

狩
猟
や
農
耕
が
主
だ
っ
た
か
つ

て
の
暮
ら
し
に
比
べ
、
生
活
様

式
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
山
村
集
落
に

お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
や
都

市
部
へ
の
人
口
集
中
な
ど
、
社

会
情
勢
の
変
化
に
伴
っ
て
、
伝

統
や
風
俗
な
ど
、
生
活
に
根
ざ

し
た
豊
か
な
地
域
性
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
当
町
で
は

今
も
、
小
玉
川
や
金
目
、
五
味

沢
な
ど
で
、「
マ
タ
ギ
」
と
呼
ば

れ
る
か
た
が
た
が
、
伝
統
的
な

狩
猟
文
化
を
受
け
継
ぎ
、
山
の

　県内で行われている大規模な祭りや

イベントなど59件が寄せられた中から、

このたび、熊まつりが最高賞に選ばれ

ました。まつりに関わってくださるか

たがたはもちろん、年に何度も通って、

応援・支援してくださっている多くの

小玉川ファンのおかげだと思います。

　私たちの考える地域づくりは、単に

道路や橋などの社会資本を整備するこ

とではありません。土地の特色を理解

し、住民１人ひとりが、行事や伝統、

歴史などについて、物語を語ることが

できるような人材を増やすことです。

またそれこそが、私たちのムラづくり

だと思っています。受賞については、

年１回の行事である「まつり」だけで

はなく、それを守り続けている文化な

どの背景も評価していただきました。

自分たちが取り組む「ムラづくり」に

一層誇りを感じるとともに、小玉川を

愛するかたがたに恥じないよう、今後

もこれまで通りの活動を継続していき

たいと思います。

小
玉
川
地
区
自
然
教
育
圏

整
備
促
進
協
議
会

　
　
　

会
長　

本
間　

泰
輔 
氏

熊まつりが
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神
の
厳
格
な
信
仰
を
守
り
続
け

て
い
ま
す
。

　

マ
タ
ギ
は
、現
在
の
レ
ジ
ャ
ー

ハ
ン
タ
ー
と
は
違
い
、
狩
り
の

際
に
は
、
独
自
の
山
言
葉
や
禁

忌
に
よ
っ
て
、
日
常
と
山
を
区

別
し
、
雪
崩
の
危
険
が
伴
う
雪

山
に
も
立
ち
向
か
い
ま
す
。
数

日
間
の
命
を
か
け
た
共
同
生
活

で
、
必
然
的
に
自
然
へ
の
畏
敬
、

先
輩
へ
の
尊
敬
、
仲
間
と
の
信

頼
や
結
束
が
深
ま
っ
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
小
玉
川
で
は
、
本
間
さ

ん
の
話
の
よ
う
に
、
マ
タ
ギ
に

代
表
さ
れ
る
独
特
の
文
化
や
風

土
が
、
地
域
づ
く
り
全
般
に
わ

た
る
活
動
に
深
く
息
づ
い
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
表
彰
を
受
け

た
熊
ま
つ
り
に
お
い
て
も
、
か

つ
て
は
、
マ
タ
ギ
衆
が
山
親
方

の
家
で
行
っ
て
い
た
一
種
の
儀

式
で
あ
り
、
地
域
特
有
の
お
祭

り
で
し
た
。

地
域
の
文
化
を
活
か
し
た

 

地
域
づ
く
り

　

山
と
暮
ら
し
、
山
の
神
を
信

仰
す
る
マ
タ
ギ
衆
だ
け
が
行
っ

て
き
た
こ
の
行
事
を
、
一
般
に

公
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

昭
和
四
十
九
年
か
ら
。
こ
の
年

に
初
め
て
、
地
域
の
マ
タ
ギ
文

化
を
多
く
の
か
た
に
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
、
ま
た
町
お
こ
し

や
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

こ
う
と
、
泡
の
湯
温
泉
三
好
荘

前
の
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
熊
ま
つ

り
は
、
広
く
注
目
さ
れ
、
季
節

の
行
事
と
し
て
定
着
し
、
今
日

ま
で
、
大
切
に
継
続
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
時
、
現
役
の
マ
タ
ギ
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
藤
田
栄
一
さ

ん
に
、
そ
の
頃
の
様
子
や
、
マ

タ
ギ
文
化
へ
の
思
い
を
伺
い
ま

し
た
。

藤田さんが所有する昭和２８年当時の写真には、民
家で行われていた頃の熊まつり（湯立ての儀）の様
子が記録されていた

　山親方の家などで行ってきた熊まつりは、

猟が終わったけじめのようなもので、地域

の子どもから年寄りまで、みんなで行って

いました。当時との道具の差もあるでしょ

うが、捕れない年もあり、開催日はその年

の状況によってさまざまでした。

　テレビなどが普及してきて、マタギの存

在が知られると、次第に観光客が増え、マ

スコミも来るようになりました。そんなに

珍しいならみんなに見てもらおうと日取り

を決めて公開しましたが、１日数千人もの

観光客が来てくれる一方で、自然保護団体

などからの批判もありました。しかし熊ま

つりは、マタギ文化の１つの象徴であって、

大切な精神を受け継いでいく行事です。そ

して、山で培った仲間との連帯意識こそ、

地域おこしの原動力だと思っています。こ

の気持ちを理解してくれる大勢のかたがた

の後押しによって、現在があります。だか

らこそ、この伝統を後世にきちんと伝えて

いかなければならないと思いますし、それ

こそが、今を生きる私たちの使命です。

藤田　栄一 さん

祭りの連帯意識

こそ地域の力
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森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
連
携
し

 

新
た
な
展
開

　

全
国
に
先
駆
け
て
本
町
が
取

り
組
ん
で
い
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー

事
業
。
小
玉
川
地
区
で
は
、
今

年
か
ら
、
地
域
の
独
特
の
生
活

文
化
を
、
一
つ
の
観
光
資
源
と

し
て
活
か
し
て
い
く
新
た
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
八
日
か
ら
九
日
に
か

け
て
、
今
年
三
回
目
と
な
る
マ

タ
ギ
集
落
の
四
季
体
験
ツ
ア
ー

秋
編
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ツ
ア
ー
は
、
熊
ま
つ
り
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
は
な
く
、

普
段
の
田
舎
暮
ら
し
や
、
マ
タ

ギ
集
落
の
風
習
な
ど
に
一
層
理

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
小

玉
川
公
民
館
（
伊
藤
良
一
館
長
）

が
、
町
と
協
力
し
て
開
催
し
て

い
る
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
連
携
事

業
で
す
。
春
、
夏
に
続
い
て
三

回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、

県
内
外
か
ら
九
人
が
参
加
し
、

焼
き
畑
農
法
に
よ
っ
て
、
樽
口

峠
周
辺
で
育
て
ら
れ
た
カ
ブ
を

収
穫
。
そ
の
後
は
、
小
玉
川
公

民
館
で
甘
酢
漬
け
に
す
る
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

地
元
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
り
、
ツ

ア
ー
客
の
受
入
先
で
も
あ
る
泡

の
湯
温
泉
三
好
荘
の
舟
山
隆
さ

ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
の
姿
を

 

地
域
の
資
源
と
し
て

　

こ
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
企
画
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
小
玉
川
で

は
、
地
域
の
か
た
が
た
が
、
熊

ま
つ
り
に
代
表
さ
れ
る
マ
タ
ギ

文
化
や
、
小
玉
川
の
雄
大
な
自

然
な
ど
、
固
有
の
民
俗
・
風
土

を
活
か
し
て
、
交
流
を
意
識
し

た
主
体
的
な
地
域
づ
く
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

価
値
観
が
多
様
化
す
る
な
か

に
あ
っ
て
、
最
近
は
、
文
化
や

人
と
の
ふ
れ
合
い
を
テ
ー
マ
と

し
た
「
心
の
ゆ
と
り
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
場
づ
く
り
」
が

求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
本
町
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
生
活
文
化
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の

有
効
な
事
業
展
開
を
図
り
、
新

し
い
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

地元のかたにカブの漬け方を
教わるツアー参加者（右）

　ツアーでは、ワラビ野の山焼きやカブ

植えなどを体験してもらっていますが、

実は、私たちの年代では知らない生活文

化もあり、年配のかたがたに指導しても

らいながら、私たち自身が再発見し成長

できる部分も多くあります。

　熊まつりは、町外で働いているかたも

手伝いに戻ってきてくれるので、大勢の

参加者を呼ぶことができますが、定例的

なツアーとなると、どうしても受入体制

に限界があります。今回の取り組みは、

少数でも何度も来てくれる「常連づくり」

だと思いますし、私たちもまた、顔を覚

えながらのふれあいを楽しんでいきたい

と思っています。

長い間、マタギや地域のかたがたに深く信仰
されている小玉川の十二山神神社

泡の湯温泉三好荘

舟山　　隆 さん  

ふれあいながら

地域の常連づくり
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◆
自
慢
の
作
品
や

 

芸
能
を
披
露

　

十
一
月
二
日
～
三
日
、
平
成

二
十
年
度
小
国
町
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
体
育
館
に
は
、
小
中
学

生
の
美
術
作
品
や
、
町
民
の
か

た
が
た
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
書
道

や
生
け
花
、
陶
芸
な
ど
約
六
百

点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
会
場
入
口
で
は
、
町
内
の

団
体
な
ど
が
餅
や
野
菜
を
販
売

す
る
バ
ザ
ー
ル
ふ
る
さ
と
亭
が

開
か
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
芸
能
ま
つ
り
や

民
謡
ま
つ
り
で
は
、
日
頃
の
活

動
の
成
果
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
熱
演
に
拍
手
が
贈
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

◆
山
遊
亭
金
太
郎

 

三
十
周
年
記
念
寄
席

　

町
文
化
祭
に
あ
わ
せ
て
、
十

一
月
二
日
、
町
出
身
の
落
語
家

で
あ
る
山
遊
亭
金
太
郎
師
匠
の

三
十
周
年
を
記
念
す
る
寄
席
が
、

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
後
援
会
や
同

級
生
ら
で
組
織
す
る
実
行
委
員

会
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。
金

太
郎
師
匠
は
、
昭
和
五
十
三
年

に
二
代
目
桂
小
南
氏
に
入
門
し
、

今
年
で
三
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

金
太
郎
師
匠
の
熟
練
の
話
芸

に
、
約
二
百
人
が
つ
め
か
け
た

会
場
は
、
終
始
笑
い
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
前
座
で
は
、
金
太
郎
師

匠
が
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
小

中
学
生
九
人
が
、
子
ど
も
落
語

を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

 
渡
部
初
男
さ
ん
（
町
原
）

 

　

瑞
宝
単
光
章
を
受
章 

　

平
成
二
十
年
秋
の
叙
勲
で
、

元
消
防
団
分
団
長
の
渡
部
初
男

さ
ん
が
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　

渡
部
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
七

年
四
月
か
ら
平
成
十
八
年
三
月

ま
で
、
町
消
防
団
員
と
し
て
、

火
災
予
防
や
防
災
活
動
に
尽
力

さ
れ
た
ほ
か
、
防
火
水
槽
な
ど

の
消
防
施
設
や
設
備
整
備
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平平成成2200年年度度小小国国町町文文化化祭祭平成20年度小国町文化平成20年度 小国町文化祭祭平成20年度 小国町文化祭
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広報おぐに　2008.1２

◆
平
成
二
十
年
度

 

文
化
の
日
表
彰

　

平
成
二
十
年
度
文
化
の
日
表

彰
が
、
十
一
月
三
日
、
総
合
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
町
づ
く
り
に
功

績
の
あ
っ
た
八
個
人
と
一
団
体

に
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
各
表
彰
内
容
と
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●

功

労

表

彰

●

仁
科　

光
悦 
氏
（
尻
無
沢
）

　

昭
和
五
十
四
年
か
ら
七
期
二

十
八
年
に
わ
た
り
、
町
議
会
議

員
と
し
て
、
ま
た
平
成
十
一
年

四
月
か
ら
平
成
十
五
年
四
月
ま

で
は
町
議
会
副
議
長
と
し
て
、

議
会
運
営
は
も
と
よ
り
、
本
町

の
振
興
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

今　

正
敏 
氏
（
小
国
小
坂
町
）

　

昭
和
四
十
一
年
か
ら
通
算
三

十
五
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
町

農
業
委
員
と
し
て
、
献
身
的
に

農
用
地
の
利
用
調
整
と
農
業
農

村
の
活
性
化
に
尽
力
さ
れ
、
町

に
お
け
る
農
業
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

小
国
町
柔
道
会

　

昭
和
三
十
三
年
に
発
足
以
来
、

多
く
の
優
秀
な
選
手
を
輩
出
し
、

平
成
十
五
年
か
ら
は
「
白
い
森

柔
道
大
会
」
を
開
催
し
、
山
形
・

新
潟
両
県
の
中
学
生
チ
ー
ム
の

交
流
や
技
術
力
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
多
く
の
参
加
者
を

受
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町

全
体
の
活
性
化
に
も
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

●

感

謝

状

●

馬
場　

一
惠 
氏（
小
国
小
坂
町
）

　

昭
和
四
十
六
年
五
月
か
ら
三

十
五
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
少

年
補
導
専
門
官
と
し
て
、
一
貫

し
た
少
年
相
談
活
動
を
と
お
し

て
非
行
の
未
然
防
止
な
ど
青
少

年
の
健
全
育
成
活
動
に
尽
力
さ

れ
、
明
る
い
町
づ
く
り
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

●
永
年
勤
続
表
彰
●

駐
在
員
（
十
年
以
上
）

　

齋
藤　

重
弘 
氏
（
沼
沢
）

農
業
振
興
組
合
長
（
十
年
以
上
）

　

佐
野　

信
次 
氏
（
種
沢
）

　

佐
藤　

國
武 
氏
（
泉
岡
）

　

渡
邊　

正
義 
氏
（
小
玉
川
）

　

川
崎　

吉
巳 
氏
（
大
石
沢
）

 
郵
便
局
長
ら
が

 

防
災
グ
ッ
ズ
を
寄
贈 

　

十
一
月
十
一
日
、
山
形
県
南

部
地
区
郵
便
局
長
会
（
会
長
・

佐
原
輝
一
萩
生
郵
便
局
長
）
か

ら
、
非
常
持
ち
出
し
品
六
セ
ッ

ト
が
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
で
は
、
防
災
活
動
の
一
環

と
し
て
、
管
内
自
治
体
な
ど
へ

寄
贈
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
で

は
、
こ
の
善
意
を
災
害
な
ど
の

緊
急
時
に
活
用
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
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十
一
月
二
十
一
日
、
総
合
セ

ン
タ
ー
で
、
小
国
高
校
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
学
習
や
成
果
を

発
表
す
る
町
民
報
告
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
齋
藤
裕
司
校

長
が
「
小
国
高
校
生
は
、
挑
戦

す
る
前
向
き
な
姿
勢
を
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
充
実
し
た
高
校
生
活
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
活
動
の
報
告
が

行
わ
れ
、
三
年
生
の
短
期
留
学

や
、
二
年
生
の
修
学
旅
行
の
ほ

か
、
簿
記
検
定
・
ワ
ー
プ
ロ
検

定
な
ど
の
資
格
取
得
に
つ
い
て
、

経
験
し
た
高
校
生
そ
れ
ぞ
れ
が

発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
年
生
が
大
学
教
授

な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め

て
き
た
地
域
文
化
学
に
つ
い
て

は
、「
町
の
魅
力
発
信
」
と
い
う

テ
ー
マ
を
設
定
し
た
グ
ル
ー
プ

が
体
験
を
報
告
。
情
報
誌
の
形

に
ま
と
め
上
げ
る
ま
で
の
企
画

や
編
集
に
つ
い
て
、
制
作
段
階

の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
高
大
連
携
活
動
と

し
て
山
形
大
学
工
学
部
で
行
わ

れ
た
研
究
や
、
県
陸
上
大
会
の

走
り
高
跳
び
で
、
見
事
優
勝
し

た
沼
澤
強
太
さ
ん
（
一
年
生
）

の
練
習
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　

十
一
月
八
日
、
小
国
町
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、町
が
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
歯
科
健
診
時

の
結
果
な
ど
を
参
考
に
、
き
れ

い
な
歯
を
保
っ
て
い
る
三
歳
児

を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
今
回

は
、
加
藤
蒼
生
く
ん
（
岩
井
沢
）、

酒
井
一
穂
く
ん
（
岩
井
沢
）、
瀬

賀
忠
和
く
ん
（
兵
庫
舘
）
の
三

人
が
表
彰
さ
れ
、
賞
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

～
特
色
あ
る
学
習
と
そ
の
成
果
～

小
国
高
校
に
よ
る 

町
民
報
告
会

教育関係者や町民など約百人が集まるなか、生徒
らは、自分の体験した学習について堂々と発表

修学旅行の際にも現地で披露したという２年生の花笠踊り

１年生が制作した町の魅力
発信マガジン「oguu」
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木
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

 

温
水
を
供
給

　

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
を
目
指
し
て
、
昨
年
度
か

ら
、
西
地
内
に
建
設
を
進
め
て

き
た
町
の
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ

ラ
ー
施
設
が
、
こ
の
た
び
完
成

し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
町
内
産
の

木
材
か
ら
作
ら
れ
た
チ
ッ
プ
を

燃
料
に
、
温
水
を
供
給
し
、
歩

道
融
雪
や
、
役
場
庁
舎
の
暖
房
・

駐
車
場
の
融
雪
用
と
し
て
利
用

す
る
も
の
で
す
。
チ
ッ
プ
ボ
イ

ラ
ー
は
、
出
力
が
四
百
五
十
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
ス
イ
ス
の
シ
ュ

ミ
ッ
ト
社
製
。
一
日
に
最
大
五

ト
ン
の
チ
ッ
プ
を
燃
焼
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

十
一
月
十
一
日
か
ら
運
転
を

開
始
し
、
熱
交
換
に
よ
っ
て
供

給
さ
れ
て
い
る
温
水
は
約
七
十

五
度
。
十
一
月
か
ら
四
月
ま
で

稼
働
し
、
こ
の
期
間
中
、
約
七

百
ト
ン
の
チ
ッ
プ
が
使
わ
れ
る

予
定
で
す
。

山
林
の
保
全
と

 

景
観
維
持
を
目
指
す

　

チ
ッ
プ
は
、
燃
焼
し
た
時
に

発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
が
、
木

の
成
長
時
に
吸
収
し
た
二
酸
化

炭
素
と
同
量
で
あ
る
た
め
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
燃
料

（
大
気
中
の
炭
素
量
増
減
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
燃
料
）
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い

こ
の
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
促
進
を
進
め
な
が
ら
、

そ
の
燃
料
確
保
対
策
と
し
て
里

山
景
観
の
保
全
を
図
る
こ
と
も

目
的
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
施
設
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
利
用
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
間
伐
材

や
林
地
残
材
（
林

に
放
置
し
て
い
た

木
材
）
な
ど
を
、

チ
ッ
プ
燃
料
と
し

て
有
効
活
用
で
き

ま
す
。
間
伐
の
促
進
や
、
そ
れ

に
関
わ
る
森
林
所
有
者
と
関
連

事
業
者
な
ど
に
も
、
広
く
影
響

し
、
森
林
環
境
、
産
業
と
の
連

関
、
雇
用
な
ど
、
森
林
資
源
を

取
り
巻
く
環
境
全
体
の
活
性
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

チップはスクリューによって貯蔵施設から
ボイラーに運ばれる

炉の内部で赤々と燃えるチップ

木質チップボイラー施設が完木質チップボイラー施設が完成成木質チップボイラー施設が完成

こ
の
た
び
導
入
さ
れ
た
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
本
体
。
下
部
に
設

置
さ
れ
た
炉
の
熱
で
、
上
部
の
水
を
温
め
る
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　職員の給与は、国や県に準拠し、町議会の審議を経て条例で定められています。町民の皆さんに情報を

正しく知っていただき、ご理解をいただくため、職員給与や人事行政の運営状況の概要をお知らせします。

　小国町では厳しい財政事情を踏まえ、町長・副町長・教育長の給料（報酬）を減額、職員数については、

削減目標を掲げ定員の適正化を図っています。なお、町ホームページでも詳細を公表しています。

有給　年次有給休暇・病気休暇・特別休暇（結婚、出産、忌引き、夏期休暇、社会奉仕活動など）

無休　介護休暇・組合休暇

■休暇制度の概要

・配偶者　１３，０００円／月
・扶養親族１人につき６，５００円（配偶者がない場合１１，０００円）
・その他１人につき６，０００円／人
（満１６歳～２２歳までの子につき５，０００円加算）

扶養手当

・借家　月額１２，０００円を超える家賃を支払っている職員に対し、２７，０００円／月を限度に家賃に応じて支給。
・持家　３，０００円／月

住居手当

通勤距離２㎞以上を対象に支給。
・交通機関等利用の場合　運賃等相当額　　　　　限度額　５５，０００円／月
・自動車等利用の場合　　距離数に応じて支給　　２，５００円～３０，９００円／月

通勤手当

基準日（６月１日、１２月１日）に在職する職員に支給。

期末勤勉
手　　当

勤勉手当
０．７５月分
０．７５月分

期末手当
１．４月分
１．６月分

・６月期
・１２月期

※３級以上の職員に対し、職務の級に応じて５％～１５％の加算措置有り

■職員手当の状況 （平成２０年４月１日現在）

１人当たり平均支給額支 給 総 額区　　　分
時 間 外
勤務手当

１６３千円１８，５４９千円１８年度決算額

２０４千円２３，０１５千円１９年度決算額

（各年度一般会計決算）

勧奨・定年
３０．５５月
４１．３４月
５９．２８月
５９．２８月

自己都合
２３．５０月
３３．５０月
４７．５０月
５９．２８月

勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最高限度額

退職手当

※定年前早期退職者に対して２％～２０％の加算措置有り

（平成２０年４月１日現在）

週休日
勤務時間の割り振り

１週間の勤務時間
休息時間休憩時間終業時間始業時間

土曜日・日曜日
１２：００～１２：１５
１７：００～１７：１５

１２：１５～１３：００１７：１５８：３０４０時間

■勤務時間（標準的なもの）

※平成２０年度において、町長１５％、副

町長１０％、教育長５％をそれぞれ減

額しています。

　特別職の期末手当は、減額後の給与

月額に３５％加算したものに支給割合

を乗じます。

期末手当減額後月　額区　分

１．６月分
１．７月分
３．３月分

６月期
１２月期
合　計

６８８，５００８１０，０００町　長
給
料 ５６７，０００６３０，０００助　役

５３２，０００５６０，０００教育長

１．６月分
１．７月分
３．３月分

６月期
１２月期
合　計

－３１０，０００議　長
報
酬 －２５０，０００副議長

－２３５，０００議　員

■特別職の報酬の状況 （平成２０年４月１日現在）

■問合先　総務企画課へ

※１９年度は、町議会議員

選挙、参議院議員選挙

が執行されたため支給

総額が増えました。
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町町職職員員のの給給与与・・人人事事行行政政のの内内容容ををおお知知ららせせししまますす

合　計女男

１人０人１人医　　　師

１人０人１人合　　　計

■採用の状況（平成２０年４月１日）

合　計女男

１人１人０人定年退職

３人２人１人勧奨退職

３人１人２人普通退職

７人４人３人合　　計

■退職の状況（平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日）

国小国町

１７２，２００円１６１，６００円大学卒
一般行政職

１４０，１００円１４０，１００円高校卒

１３７，３００円１２５，４００円高校卒技能労務職

■初任給の状況 （平成２０年４月１日現在）

※大学卒の初任給は、初級試験採用の適用となります。

１９年度１８年度１７年度年　度

９０．４９１．４９１．０小　 国　 町

９４．４９３．８９４．４県内町村平均

９３．９９３．５９３．７全国町村平均

■ラスパイレス指数の水準 （各年４月１日現在）

※ラスパイレス指数は国家公務員の給与水準を１００と
した場合の給与水準を示す指数です。

平成２０年度平成１９年度
区　分

平均給料月額平均経験年数平均年齢平均給料月額平均経験年数平均年齢

２９８，２００円１９年７月４１歳０月２９９，０００円１９年１月４０歳５月一般行政職

２７８，５００円３１年８月４９歳１１月２８４，４００円３０年８月４８歳１１月技能労務職

■平均給料月額・平均年齢 （各年４月１日現在）

一人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）

給　　　　　与　　　　　費
職員数（Ａ）区　分

計（Ｂ）期末勤勉手当職員手当給　料

５，５９８千円６４９，４２４千円１６６，６１６千円６５，１４３千円４１７，６６５千円１１６人１９年度

５，５６６千円６２８，９４０千円１６３，４５３千円６０，１８７千円４０５，３００千円１１３人２０年度

■職員給与費の状況（各年度一般会計当初予算）

※特別職給与、企業会計分は除きます。また職員手当には退職手当を含みません。

Ｈ１８年度人件費率人件費率（Ｂ／Ａ）人件費（Ｂ）歳出総額（Ａ）
住民基本台帳人口
（平成２０年３月末）

１８．２％１７．２％９５７，５４５千円５，５７２，５０５千円９，４１１人

■人件費の状況（平成１９年度一般会計決算）

※人件費には、特別職給与・共済組合負担金などを含みます。

６級５級４級３級２級１級区　分

課長課長室長・補佐係長・主査主任技師主事師補標準的な職務

５人４人１６人４３人２６人２７人職　 員　 数

４．１％３．３％１３．３％３５．５％２１．５％２２．３％構　 成　 比

■一般行政職の級別職員数の状況 （平成２０年４月１日現在）

合　計
その他
教育職

技　能
労務職

企業職
（水道）

福祉職
（保育・介護）

看護・
保健職

医　療
技術職

医師職税務職
一　般
行政職

職種別

１９３人１人８人３人１２人４４人１１人５人１２人９７人１９年度

１８７人１人８人３人１１人４４人１０人５人１２人９３人２０年度

△６人０人０人０人△１人０人△１人０人０人△５人増　減

■職員数の状況 （各年４月１日現在）
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
小
坂
町
団
地　

３
Ｄ
Ｋ
１
戸

▼
対
象　

所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
家
賃　

所
得
と
家
族
構
成
に

よ
り
決
定

■
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限　
　

月
９
日
峨

１２

■
入
居
時
期　
　

月
下
旬
以
降

１２

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

つ
る
細
工
講
習
会

■
日　

時　

　

１
月　

日
我
～　

日
画

２１

２３

■
場　

所　

飯
豊
梅
花
皮
荘

■
定　

員　
　

人
５０

■
内　

容　

ア
ケ
ビ
つ
る
な
ど

を
使
っ
た
作
品
づ
く
り

■
申
込
期
限　
　

月　

日
画

１２

２６

■
参
加
費　

町
内
一
万
八
千
円

　
　
　
　
　

町
外
二
万
円

　

※
宿
泊
費
・
食
事
代
を
含
み

ま
す
。
日
帰
り
は
、
別
途

料
金
を
定
め
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他　

役
場
と
小
国
駅
か

ら
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

■
申
込
先　

小
国
町
観
光
協
会

（
緯　

—
２
４
１
６
）
へ

６２

ラ
ブ
ラ
ブ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

■
日　

時　
　

月　

日
臥

１２

１３

　
　
　
　
　

午
後
３
時
～
８
時

■
場　

所　

日
常
茶
飯
美

■
内　

容　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
パ
ー
テ
ィ

で
、
独
身
男
女
の
出
会
い
を

提
供
し
ま
す
。
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

■
参
加
料　

四
千
円

■
問
合
先　

お
も
白
い
森

（
本
間
緯　

—
２
４
３
０
）
へ

６４

ご
案
内

小
国
町
指
名
競
争
入
札

参
加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

小
国
町
が
行
う
建
設
工
事
、

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

物
品
納
入
の
指
名
競
争
入
札
に

参
加
を
希
望
す
る
か
た
は
、
次

の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

　

２
月
２
日
俄
～
２
月　

日
画

２７

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
４
時

■
有
効
期
間　

平
成　

年
度
～

２１

　

年
度
（
町
内
業
者
の
か
た

２２は
平
成　

年
度
）

２１

■
申
請
方
法　

申
請
に
必
要
な

書
類
な
ど
の
詳
細
は
、
電
話

ま
た
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

置
広
の
指
名
競
争
入
札

参
加
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
が

行
う
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を

希
望
す
る
か
た
は
、
次
の
と
お

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

①
平
成　

年
度
～　

年
度
の

２１

２２

建
設
工
事
、
設
計
・
測
量

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
２

月
１
日
蚊
～　

日
画

２０

②
平
成　

年
度
～　

年
度
の

２０

２２

物
品
納
入
及
び
役
務
提
供

（
追
加
申
請
）
は
、
１
月

　

日
牙
～
２
月
５
日
牙

１５

■
申
請
方
法　

申
請
に
必
要
な

書
類
な
ど
の
詳
細
は
、
組
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

置
賜
広
域
行
政
事

務
組
合
（
緯
０
２
３
８
—　
２３

—
３
２
４
６
）
へ

犬
・
猫
の
譲
渡
講
習
会

　

県
で
は
、
保
健
所
に
収
容
さ

れ
た
犬
や
猫
に
つ
い
て
、
譲
渡

事
業
を
は
じ
め
ま
し
た
。
譲
り

受
け
る
た
め
に
は
、
保
健
所
の

講
習
会
を
受
講
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
講
習
会
は
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日　

時　

毎
月
第
三
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
３
時　

分
～

３０

■
場　

所　

置
賜
保
健
所

■
問
合
先　

置
賜
保
健
所

（
緯
０
２
３
８
—　

—
３
７
５

２２

０
）
へ

ご
案
内

おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーーお 知 ら せ コ ー ナコ ー ナ ーー

募  
集

皆さんの声をお寄せください

町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ

町長室専用ＦＡＸ　緯 ６２－２６１１

催  
し
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

■
日　

程　
　

月
９
日
、　

日

１２

１６

子
育
て
講
座
「
ク
リ
ス
マ
ス

会
」、
１
月
６
日

■
時　

間　

午
前　

時
～

１０

■
場　

所

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前

の
子
ど
も
と
お
家
の
か
た

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

■
日
程
と
場
所

　
　

月
４
日
、　

日

１２

１８

　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

　
　

月　

日
、　

日

１２

１１

２５

　
　
　

お
ぐ
に
保
育
園

■
時　

間　

午
前　

時
～

１０

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前

の
子
ど
も
と
お
家
の
か
た

☆
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
☆

■
日　

時　
　

月
６
日
臥

１２

　
　
　
　
　

午
前
９
時　

分
～

３０

■
場　

所

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ

ズ
と
ケ
ー
キ
作
り

■
申
込
期
限　
　

月
４
日
牙

１２

■
問
合
先　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーーお 知 らお 知 ら せせ　 コ ー ナ ー

●新着図書

◇三国志 宮城谷昌光

◇帰省 藤沢　周平

◇金色の野辺に唄う あさのあつこ

◇かいかい日記 窪島誠一郎

◇もらえる年金が本当にわかる本

 下山智恵子

◇生きがい 三浦雄一郎・三浦豪太

◇茨の木 さだまさし

◇田中雅美の４泳法教室　田中　雅美

◇崖の上のポニョ 宮崎　　駿

◇だいじょうぶだいじょうぶ

 いとうひろし

※ほか多数入りました。

●休館日　毎週月曜日

総合センター図書室から総合センター図書室から

今月の町長と語る日は１２月２５日昭です。
お気軽においでください。

勤務時間求人数職　　種事　業　所　名

８：３０～１７：１５３人車両管理員㈱ セ ノ ン 東 北 支 社

８：３０～１７：３０ほか３人看護師・准看護師医 療 法 人 社 団 緑 愛 会

８：４５～１８：００１人レジ係㈲ 蔵 王 ス ト ア ー

８：００～１７：００１人土木施工管理技士遠 藤 建 設 ㈱

８：００～１７：００１人測量助手㈲ 小 国 測 量 設 計 事 務 所

８：００～１７：００７人ダンプ・重機運転士ほか大 河 内 産 業 ㈲

８：００～１７：００２人型枠大工ほか安 部 工 業 ㈱

８：５０～１７：３０１人薬剤師電 興 ㈱

８：００～１７：００２人電気工事（見習い可）ハ イ コ ー ㈱

８：００～１７：００４人土木施工管理技士（見習い可）ほか㈱ 横 川 建 設

８：３０～１７：００１人販売店員㈲ 本 間 鉄 工 所 金 物 店

９：１５～１７：００１０人特別営業職ほかアクサ生命保険㈱長井営業所

８：００～１７：３０ほか２人ホールスタッフ第一ホール小国店㈲コンズカンパニー

８：００～１７：００ほか１人生花販売・配達㈲ 花 の ひ ら の

８：００～１７：００２人土木施工管理技士㈱ 船 山 工 務 店

９：００～１８：００１人製造装置の開発㈱シーテック山形営業所

９：００～１８：００間５時間程度３人販売他㈲白い森よこね物産品直売所

７：３０～１７：００２人木質チップ製造工ほか小 国 町 森 林 組 合

８：００～１７：００１人灯油配達スタッフ㈱ コ ー プ 開 発 セ ン タ ー

８：００～１６：４５ほか２人配送及び給油所業務㈱ジェイエイサービスおきたま

８：３０～１７：３０１人設備業務及び運転手㈱ ナ ウ エ ル

　左の表は１１月１４日現在の求人内

容です。無効になっている場合も

ありますのでご了承ください。

※詳しいことは、ハローワーク長

井（緯８４―８６０９）へ

求 人 情求 人 情 報報

　今月の口座振替日は、次のと

おりです。

●１２月２６日晶　水道料

●１２月２５日昭　固定資産税４期、

後期高齢者保険料６期、国民

健康保険税６期、介護保険料

●１月５日捷　下水道料・簡易

水道料、住宅使用料、保育料

■問合先　税務出納課へ

今月の納税
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相相 談談

保健カレンダー

場　所対象（生まれた月）受付時間月日乳幼児健診

健康管理センター

※持ち物

　母子健康手帳

平成２０年９月
１３：００～１３：１５１／３０

４カ月児健診

平成２０年１月１歳児健診

平成１７年５月～７月１２：３０～１３：００１／１６３歳児健診

■問合先　健康福祉課へ

年金相談

■日　時　１２月１７日我

　受　付　１０：３０～１４：３０

　相　談　１１：００～

■場　所　役場町民相談室

■対応者　社会保険事務所職員

■問合先　町民課へ

人権なんでも相談所

■日　時　１２月５日画

　　　　　１０：００～１５：００

■場　所　総合センター

■対応者　町人権擁護委員など

■問合先　町民課へ

山大医学部附属病院

がん患者相談室

　がんの検査や治療など、患者

さんや家族の心配ごとに、専任

相談員の看護師が対応します。

■日　時　平日８：３０～１７：００

　（土・日曜日、祝日を除く）

■場　所　山大医学部附属病院

　　　　（正面玄関左側）

■相談方法

　対面または電話で相談を受け

付けます。費用は無料です。

■問合先　山大医学部附属病院

　（緯０２３－６２８－５１５９）へ

ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）緯６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）緯６１－１０００　子育て支援センター緯６２－２３３０
町民体育館緯６２－５４２１　町立病院緯６１－１１１１　老人保健施設緯６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/~ognihs12/iyashinosonoindex.htm

　降雪のため、メーター検針ができない期

間を冬期認定期間とし、その間、料金は暫

定水量で請求します。暫定水量は前１年間

の実績を基に決定し、使用しているかたに

は「冬期上下水道利用料金認定のお知らせ」

を１２月中に郵送します。この期間の料金は、

５月の検針結果によって精算します。

■問合先　地域整備課へ

■応募規定

　・平成２０年中に撮影した四ツ切版（又は

ワイド四ツ切版）のカラープリント（又

はモノクロプリント）で未発表のもの。

　・１人３点までとします。著作権は作者

に帰属しますが、広告宣伝等に使用す

る場合があります。

■応募資格　どなたでも応募できます。

■応募方法　駅や役場などに用意している

専用の応募票に必要事項を記入し、作品

裏面に貼り付けて応募してください。

■応募期間　１２月１日俄～１月３１日臥
■結果発表　２月下旬

■問 合 先　米坂線整備促進期成同盟会事

務局（関川村役場総務課内緯０２５４－６４－
１４７６）へ

米米米米米米米米米米米米米米米米 坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂坂 線線線線線線線線線線線線線線線線米 坂 線 
フフフフフフフフフフフフフフフフォォォォォォォォォォォォォォォォトトトトトトトトトトトトトトトトココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテススススススススススススススススフォトコンテストトトトトトトトトトトトトトトトト

上下水道・簡易水道上下水道・簡易水道をを
ご利用のみなさまご利用のみなさまへへ

～１２月から４月まで「冬期認定期間」です～
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小国町役場緯６２－２１１１廠　ＦＡＸ６２－５４６４ 行政管理室緯６２－２１１２ 政策企画室緯６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当緯６２－２２６０ 国保医療担当緯６２－２２６１ 税政管理室緯６２－２４０３
出納室緯６２－２４０６　　　　　　　 農林振興室緯６２－２４０８ 商工振興室・交流推進室緯６２－２４１６
建設管理室・上下水道室緯６２－２４３１ 建設技術室緯６２－２４３２ 議会事務局緯６２－２４４８

■悪質滞納者は財産を差押えます

　　資力がありながら納税指導に応じないかた、納付誓約に応じないかたな

ど、納税に誠意がない悪質な滞納者については、預金・給与などの財産差

押えを積極的に行います。特別な理由により納付が困難な場合は、分割納

付もできますのでご相談ください。

■年金からの天引きを口座振替に切り替えることができます

　　国民健康保険税・後期高齢者医療保険料を、年金天引き

から口座振替に切り替えることができます。希望されるか

たは、申し出てください。

■所得税から引ききれない住宅ローン控除額が住民税から控除されます

　税源移譲による所得税率の減少により、住宅ローン控除額が所得税から

引ききれない場合があります。このため一定条件を満たす場合、所得税か

ら引ききれない控除額を町県民税から控除できます。

　適用を受けるためには、毎年申告が必要です。（昨年度、平

成２０年度分の申告書を提出したかたも、あらためて平成２１年

度分の申告が必要）

　●対象者　・平成１８年１２月３１日までに入居し、所得税の住宅

ローン控除の適用を受けているかた

・平成２０年分所得税から控除しきれない控除額があるかた

　●控除を受ける方法

　　・平成２１年３月１６日までに、平成２１年１月１日現在に住んでいる市町村

へ申告する必要があります。申告用紙は、１月以降に税務出納課で受

け取ることができます。（所得税の確定申告の際も提出できます）

　※税金に関する相談や各種手続きなどは、税務出納課へ

■平成２０年分青色申告決算説明会

●農業所得関係　　　　　　　　●営業等所得・不動産所得関係説明会

　日時　１２月５日画　１３：３０～　　日時　１２月９日峨　１３：３０～

　場所　ＪＡ山形おきたま　　　　場所　総合センター

　　　　小国支店営農センター　●問合先　長井税務署（緯８４－１８１０）へ

税税金金ににつついいててののおお知知ららせせ税金についてのお知ら税金についてのお知らせせ

必要なもの口座名義条　　　　件区　分

①預金通帳

②通帳の印鑑

世帯主本人

以外の口座

でも可能

①これまで国民健康保険税を滞納すること

なく納めているかた

②今後、口座振替で納めていただけるかた

国民健康

保 険 税

被保険者本

人又は世帯

主又は配偶

者

①これまで国民健康保険税を滞納すること

なく納めているかた

②上記以外の年金収入が年１８０万円未満で、

世帯主又は配偶者がいるかた

③今後、後期高齢者医療保険料を口座振替

で納めていただけるかた

後期高齢者

医療保険料
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ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）緯６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）緯６１－１０００　子育て支援センター緯６２－２３３０
町民体育館緯６２－５４２１　町立病院緯６１－１１１１　老人保健施設緯６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/~ognihs12/iyashinosonoindex.htm

　医療費の自己負担額が高額になった場合、申請が認められると限度額を超えた

分が支給されます。

■申請に必要なもの　保険証、印鑑、口座番号の分かるもの、医療機関の領収書

〜７０歳未満のかたの場合〜

　①同じ人が同じ月内に同じ医療機関で支払った自己負担額が限度額を超えたと

き、その超えた分が支給されます。

　※１…上位所得者とは、基礎控除後の総所得金額が６００万円を超える世帯

　※２…医療費が２６７，０００円（上位所得者は５００，０００円）を超えた場合は、その超

えた分の１％を加算します。

　②同じ世帯で、同じ月内に、２１，０００円以上の自己負担額を２回以上支払った場

合、それらを合算して限度額を超えていれば、超えた分が支給されます。

　③同じ世帯で過去１２カ月間に、４回以上高額療養費の支給を受けた場合、４回

目以降の限度額が適用されます。

〜７０歳以上のかたの場合〜

７０歳以上のかたは、外来（個人ごと）の限度額を適用後に世帯ごとの限度額を

適用します。

　※現役並み所得者とは、課税所得（各種控除後）が年１４５万円以上のかたとその

世帯のかた。過去１２カ月間に、４回以上世帯の限度額を超えて支給を受ける

場合、４回目以降は世帯限度額が４４，４００円となります。

■入院する場合　７０歳未満のかた及び７０歳以上の低所得者については、限度額適

用認定証などの提示により、窓口での支払い額が限度額までとなります。入院

前に町民課で申請し、認定証の交付を受けてください。

■申請・問合先　町民課へ

～国民健康保険～ 知っていますか？高額療養費の支給
宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴

宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴

４回目以降限度額自己負担限度額（月額）対　　象

４４，４００円　８０，１００円＋１％※２一　　般

８３，４００円１５０，０００円＋１％※２上 位 所 得 者※１

２４，６００円３５，４００円住民税非課税世帯

病院・診療所、歯科の区別なく合算

対　　象 自己負担限度額（月額）

外来＋入院（世帯ごと）外来（個人ごと）

４４，４００円１２，０００円一　　般

８０，１００円＋｛（総医療費

－２６７，０００円）×１％｝　
４４，４００円現役並み所得者※

２４，６００円

８，０００円

住民税非課税世帯低
所
得
者

１５，０００円
住民税非課税世帯で世帯所

得が一定基準以下の世帯
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小国町役場緯６２－２１１１廠　ＦＡＸ６２－５４６４ 行政管理室緯６２－２１１２ 政策企画室緯６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当緯６２－２２６０ 国保医療担当緯６２－２２６１ 税政管理室緯６２－２４０３
出納室緯６２－２４０６　　　　　　　 農林振興室緯６２－２４０８ 商工振興室・交流推進室緯６２－２４１６
建設管理室・上下水道室緯６２－２４３１ 建設技術室緯６２－２４３２ 議会事務局緯６２－２４４８

平成21年度の保育園などの入園申込を受け付けま平成21年度の保育園などの入園申込を受け付けますす

年
末
年
始
、次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

■受付日時　１月６日峨～９日画までの８：３０～１７：４５

■受付場所　健康管理センター

■対 象 者　葛おぐに・白百合・すみれ・おきにわの各保育園は、家庭で保

育することができない乳幼児　葛あさひ・叶水・白沼の各保育園は、家庭

で保育することができないおおむね２歳以上の幼児　葛中央児童室は、放

課後、家庭で養育することができない小学校１年生～３年生までの児童

■申込方法　健康管理センターに用意している専用の申込用紙に必要事項を

記入して申し込んでください。

■そ の 他　定員を超えた場合は、希望施設に入所できない場合があります。

入園期間は、小学校に入学するまでの範囲で希望することができます。お

ぐに・白百合・すみれ・おきにわの各保育園の申し込みには、源泉徴収票

などの添付書類が必要ですので、早めに準備してください。

■保育所一覧の閲覧

健康管理センターに、施設状況を掲載した保育所一覧を用意していますの

で、資料として活用してください。（閲覧は閉庁日を除く８：３０～１７：００）

■問 合 先　健康福祉課へ

温水プール
総合センター
町民体育館
ふれあいの家

小国リレー
セ ン タ ー

ごみ収集町立病院水道故障
　　内容

期日　  

休　み休　み通常どおり休　み休　診通常どおり２９日（月）

通常どおり休　み休　み休　み休　診通常どおり３０日（火）

１０：００～１６：００休　み休　み休　み休　診
津島屋電気店
緯６２－２４０４

３１日（水）

通常どおり休　み休　み休　み休　診
パイプライン
緯６２－２４６１

１月
１日（木）

通常どおり休　み休　み休　み休　診
清水設備
緯６７－２１２７

２日（金）

通常どおり休　み休　み休　み休　診
設備佐藤
緯６２－５６０６

３日（土）

通常どおり通常どおり休　み休　み休　診
小関住宅設備
緯６２－５３４７

４日（日）

ゆ～ゆ
緯６２－４２４８

総合センター
町民体育館

小国リレー
セ ン タ ー
緯６３－２２５１

町民課町立病院地域整備課問合先
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おくやみ申し上げます。 
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　今　　貞　子 
齋　藤　キ　ク 
塚　原　ミノル 
遠　藤　まつい 
伊　藤　マ　ス 

人  口　男 … 4,565人（＋6） 
女 … 4,818人（＋3） 
計 … 9,383人（＋9） 

世帯数 　　3,265世帯（＋4） 
平成20年10月31日 

人口のうごき 

結婚おめでとうございます。 
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誕生おめでとうございます。 
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　今回は、山形小国宅急便センターを訪

ねました。

職場を訪ねて 職場を訪ねて ⑧ ⑧ 

　クロネコヤマトの山形小国宅急便セン

ターには、現在５人のドライバーが勤務

し、町内全域の配送を行っています。

　ドライバーとして５年間働いている塚

原修さん（湯の花）は、「もともと空手を

やっていたこともあり、体力を使う仕事

がしたくて宅急便のドライバーになりま

した。お客様の荷物は、それぞれ贈る側

の気持ちがこもった大切なものなので、

正確に安全に届けることを心がけていま

す。ドライバーといっても、業務の多く

は外仕事のようなもの。寒くなるので、

道路状況に気を付けながら配達していこ

うと思います。今は米や果物が多いです

が、これからはお歳暮の時期で忙しくな

ります」と話していました。

～山形小国宅急便センター～
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編
集
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に
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り
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今
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号
の
叙
勲
の
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渡
部
初
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冬
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ま
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た
。
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深
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消
防
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だ
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動
す
る
前
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配
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常
に
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応
で
き
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よ

う
十
分
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配
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と
。

こ
れ
か
ら
暖
房
器
具
の
使
用
が
増
え

て
き
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
十
分

注
意
し
、
一
人
ひ
と
り
が
、
火
災
予

防
を
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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